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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

当事業所は平成 10 年 7 月に運営開始。平成 25 年 6 月に名称を変更。       

基本ケア（水分、食事、排便、運動）の実施により、健康状態の改善を図り、認

知症状の緩和へも繋げたアプローチを実施しています。健康状態改善により一歩

進んだ趣味活動への参加や機能向上に繋がるアプローチの働きかけにより、自宅

での生活の維持・改善を目指し、生活を止めないケアの実践に力を入れています。 

 

《１．研究前の状況と課題》 

当事業所は、基本ケアの実施によりご自宅

での生活を止める事のないよう、自立された

日常生活を送れる、維持できる援助をおこな

っている。来園いただきサービスをしようと

声を掛けても「重たい腰が上がらない（億劫

だ）」という方や男性ご利用者は、レクリエー

ション活動などへの参加はされない方が多

く、腕を組みどっしり構え“椅子から離れな

い”。新規に利用開始しても環境に慣れるまで

は活動参加が少なく、コミュニケーションも

とれない方が多い状況であった。心と心の結

びつき（友の輪）や、活動に参加いただき心

身機能の維持・改善に努めることのできる体

制を作ったらいいかが課題であった。生活状

況を再確認し、比較的多くの方が以前あるい

は現在も生活スタイルの中で実施されていた

「花の水やり・盆栽・庭の手入れ」等に着目

し、園芸活動を実施する事にした。 

 《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

『目標』『期待される成果・効果』 

生活を止めず、趣味・レクリエーション活

動から広がる出会いから友の輪を作ることが

出来る環境整備・サービス体制を見直す。  

孤立感の解消や心身機能維持・改善のための

アプローチが様々なご利用者ニーズをもった

方にも提供でき、日常生活動作に必要な援助

を楽しみながら実施できるようになる。 

 

○適度な運動を伴う作業による筋力低下の予

防と運動不足の解消 

 

○開花や収穫といった将来を期待する作業が

もたらす生きがい作り 

 

○仲間との共同作業により社会性の維持 

 

○生活能力の維持 



《３． 具体的な取り組みの内容》 

○対象者：利用者全員 

（特に活動等にあまり参加されない方） 

○取り組み期間：平成 25 年 10 月～現在 

○取り組んだ職員：デイサービス職員全員 

【具体的な取り組み】 

活動に比較的参加されない対象者を各利用曜日で

ピックアップする。活動には、その対象者をメイ

ンにお誘いかけする。合わせてその他のご利用者

も菜園活動にお誘いし、参加を促す。活動場所は

屋上。※もともと植木などが全体にあった。 

 平成 25 年 10 月に、職員が中心であったがご

利用者にも手伝ってもらい植木の除去、土の入れ

替え作業等を実施。また、どのように園芸活動を

進めていくかご利用者にイメージを考えてもらい

ながら開墾作業を行った。同時に、どんなものを

植えたいかお聞きしながら準備を行った。 

平成 25 年 11 月、開墾が終了した部分から種

などを植えた。その他、日々の水やりや雑草の除

去等を順次実施。役割意識を持って頂く様、仲間

同士で看板作りを行ったり、様子観察に屋上まで

行ったりと仲間で行う作業を増やしつつ「輪」を

意識した手順で進めた。平成 26 年 6 月、じゃが

いもの収穫。同月に、イモもち作り（じゃがいも

使用）を活動実施。【植えた物】ビオラ、イチゴ、

ひまわり、じゃがいも、かぼちゃ、カリフラワー、

きゃべつ、なす、トマト 等 

 

 

 

 《４．取り組みの結果と考察》 

現在も進行中の為、結果という位置づけは適さ

ないと考えるが、活動にあまり参加されなかった

ご利用者の活動への意識の変化、参加状況は以前

と比較すると参加率上昇が確認できる。座席テー

ブルでの会話・利用者間の関わりについても、関

わり交わる時間が増えてきており、談笑されるこ

と等が自然と多くなっている。また、運動機能の

改善とまではいかないが、体を動かす時間の確保

が以前に比べると容易になってきている。    

利用欠席、利用終了者が自然と減っている。 

《５．まとめ、結論》 

園芸や農に対しての高齢者ニーズは比較的高

く、趣味でガーデニング・盆栽・庭の手入れを自

宅にて実施されている人は多い。活動環境として

皆様が取り組みやすい環境であった。期待する効

果としても、身体的、精神的、社会的と様々な効

果が期待できる為、育てるという状況を作ること

によって、決して育たなかったとしても得るもの、

効果として出るものは大きい。園芸というと開花

や収穫に着目される場合も多いがそうではない。

園芸活動は、自宅でも環境を作りやすい為、利用

時だけでなく自宅での生活につなげてほしい。 

家族や地域と連携を図り、更なる発展に繋げたい。 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

個人情報の取り扱いアンケートを実施し、その

返答に基づき開示可能者のみデータを使用させて

頂いている。本研究発表以外では使用しないこと、

不利益を被ることはないことを書面記載し、同意

を得ている。 

《７．参考文献》 

○園芸福祉 地域の活動から（出版社：創森社） 

-ひとが動く・こころが動く・地域が動く [単行本] 

《８．提案と発信》 

デイサービスでの活動が、自宅生活の延長線上

にあり、継続的な活動となる。その人らしさを守

り、『生活を止めない』ことに繋がると考える。 

【メモ欄】 

 

 


